
前橋市公共下水道条例新旧対照表 

改 正 案 現   行 

(排水設備等の新設等の工事の施行) (排水設備等の新設等の工事の施行) 

第6条 排水設備等の新設等の工事は、管理者の

指定を受けた下水道排水設備指定工事店(以下

「指定工事店」という。)でなければ施行して

はならない。ただし、災害その他非常の場合に

おいて、管理者が他の地方公共団体の長等の指

定を受けた者に工事を行わせる必要があると

認めるときは、この限りでない。 

第6条 排水設備等の新設等の工事は、管理者の

指定を受けた下水道排水設備指定工事店(以下

「指定工事店」という。)でなければ施行して

はならない。 

(使用料の算定) (使用料の算定) 

第16条 使用料の額は、使用期間1か月につき次

の表に掲げる用途の区分に従い、基本汚水量及

び汚水量に応じ、基本料金及び従量料金の合計

額(隔月検針により使用汚水量を計量する場合

においては、当該各月分の額を合計したもの)

に100分の110を乗じて得た額とする。この場合

において、1円未満の端数があるときは、これ

を切り捨てるものとする。 

第16条 使用料の額は、使用期間1か月につき次

の表に掲げる用途の区分に従い、基本汚水量及

び汚水量に応じ、基本料金及び従量料金の合計

額(隔月検針により使用汚水量を計量する場合

においては、当該各月分の額を合計したもの)

に100分の110を乗じて得た額とする。この場合

において、1円未満の端数があるときは、これ

を切り捨てるものとする。 

用途 基本料金 従量料金 

基本汚水量 料金 汚水量 料金(1立方メ

ー ト ル に つ

き) 

一般用 8立方メー

トルまで 

815円8立方メートル

を超え30立方

メートルまで 

135円

30立方メート

ルを超え50立

方メートルま

で 

150円

50立方メート

ルを超え300立

方メートルま

で 

155円

300立方メート

ルを超えるも

の 

200円

浴 場 業

用 

省略 

臨時用 ― ― 1立方メートル

以上のもの 

237円

 

用途 基本料金 従量料金 

基本汚水量 料金 汚水量 料金(1立方メ

ー ト ル に つ

き) 

一般用 8立方メー

トルまで 

640円8立方メートル

を超え30立方

メートルまで 

110円 

3 0立方メート

ルを超え50立

方メートルま

で 

115円 

5 0立方メート

ルを超え300立

方メートルま

で 

125円 

300立方メート

ルを超えるも

の 

160円 

浴 場 業

用 

省略 

臨時用 ― ― 1立方メートル

以上のもの 

190円 

 

(汚水排出量の算定等) (汚水排出量の算定等) 

第18条 使用料の算定に係る汚水排出量の算定

は、次に定めるところによる。 

第18条 汚水排出量の算定は、次に定めるところ

による。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 水道水以外の水を使用した場合又は水道

水及び水道水以外の水を併せ使用した場合

にあっては、水道水以外の水に係る汚水排出

量は、次項に規定する計測装置により計測し

た使用水量とする。ただし、当該装置を設置

することができない場合その他汚水排出量

を確知することができない場合は、その使用

(2) 水道水以外の水を使用した場合は、その

使用状況により管理者がこれを認定する。 



状況に応じ、管理者がこれを認定するものと

する。 

 (3) 水道水及び水道水以外の水を併せ使用す

る場合は、前2号による認定排出量を合算す

る。 

(3) 氷雪製造業その他の営業で、使用する水

量が排除する汚水の量と著しく異なるもの

を営む使用者は、毎使用月排除した汚水の量

及びその算出の根拠を記載した申告書をそ

の使用月の末日から起算して7日以内に管理

者に提出しなければならない。この場合にお

いて、前2号の規定にかかわらず、管理者は

その申告書の記載事項を勘案してその汚水

の量を認定するものとする。 

(4) 氷雪製造業その他の営業で、使用する水

量が排除する汚水の量と著しく異なるもの

を営む使用者は、毎使用月排除した汚水の量

及びその算出の根拠を記載した申告書をそ

の使用月の末日から起算して7日以内に管理

者に提出しなければならない。この場合にお

いて、前3号の規定にかかわらず、管理者は

その申告書の記載事項を勘案してその汚水

の量を認定するものとする。 

2 前項第2号に規定する水道水以外の水を使用

する場合は、使用者が適当な場所に計測装置を

取り付けるものとする。 

2 前項第2号に規定する水道水以外の水を使用

する場合で、管理者が必要があると認めたとき

は、適当な場所に計測のための装置を取り付け

るものとする。 

(罰則) (罰則) 

第26条 次の各号のいずれかに該当する者は、5

万円以下の過料に処する。 

第26条 次の各号の一に該当する者は、5万円以

下の過料に処する。 

(1)～(6) 省略 (1)～(6) 省略 

(7) 第5条、第24条に規定する申請書若しくは

書類等、第13条及び第14条の規定による届出

書、第18条第1項第3号の規定による申告書又

は第22条の規定による資料に不実の記載を

した者 

(7) 第5条、第24条に規定する申請書若しくは

書類等、第13条及び第14条の規定による届出

書、第18条第1項第4号の規定による申告書又

は第22条の規定による資料に不実の記載を

した者 

 


